
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　1100820072Y5/20120321

( 科目コード：1100820072Y5)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】国語表現
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】5 組・2 年次
【担当教員】

東城 敏毅

【授業目標・教育方針】
（１）国語を的確に理解し、適切に表現する総合的な国語力を身につける。
（２）レポートを書くときに必要な表現技術や、発表をするときに必要なスピーチの技術を身につける。
（３）文章表現の精確な読解を通じて認識力・思考力を伸ばすとともに、現在さまざまに話題となっている現代の諸相
や社会現象を追究し、一般教養を身につける。

【授業概要】
　主要な学習内容は以下の点である。
・読解（１）「混沌から言葉へ」言葉の絶対性と相対性　　
　　　（２）「もう一人の自分」無意識の諸相
　　　（３）「感性の輝き」多様な読みの可能性
・表現（１）文章作成の基礎的実践
　　　　　　（主題の選定、パラグラフの意味、文章の構成、事実と意見の区別、推敲の方法）　　
　　　（２）相互批評の基礎的実践（全体相互批評、各自相互批評）
　　　（３）ブックリストの作成と発表（各自３分程度）　　

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：『理科系の作文技術』：木下是雄：中公新書：4121006240
教科書：『高校生のための文章読本』：梅田卓夫・清水良典他編：筑摩書房：4480917047
参考書：『新訂総合国語便覧』：稲賀敬二・竹盛天雄他編：第一学習社：4804033017
参考書：『高校漢字のステップ　４級～２級　演習編』：第一学習社：4804033637

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
必要に応じて視聴覚機器を使用する。

【メッセージ】
「書く」「批評する」とは、どのような行為なのか、まずこの根本的な行為の意味を深く考え、そして自分の意見をア
ピールすることに努めてください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：漢字テスト 10％
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：漢字テスト 10％

【本校の学習・教育目標】
○ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：国語表現）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 授業概要 国語表現学習の目的と意義を説明する。また授業に臨
むにあたって準備すべきことを指示する。

第 2 回～
第 4 回

読解（１）
「混沌から言葉へ」

読解教科書「混沌から言葉へ」の文章を精読する。言
語表現に関する意識を高める。

漢字テスト
１～３
読解批評プリント

第 5 回 表現（１）
「序論」

表現教科書の序章を読み、筋道をたてて意見を述べる
ことを目的とする作文技術の意義を確認する。

漢字テスト４
ブックリストの作成

第 6 回 表現（２）
「一義的な読み」「あいまいな表
現」

二通り以上の解釈ができるあいまいな表現を取り上
げ、その原因を探りつつ日本語の構造を探るきっかけ
とする。

漢字テスト５

第 7 回～
第 9 回

読解（２）
「もう一人の自分」

読解教科書「もう一人の自分」の文章を精読する。
「性的」「人間的」「民族的」無意識の諸相をそれぞれ
考察する。

漢字テスト
６～８
読解批評プリント
ブックリスト発表（以
下毎時間）

第 10 回 表現（３）
「事実と意見」

事実と意見の違いを演習しながら確認する。歴史的事
実と心理的事実についても考察する。

漢字テスト９

第 11 回 表現（４）
「主題の選定」

一つの文書は一つの主題に集中すべきものであること
を理解する。夏休みの課題の主題を各自まとめる。

漢字テスト 10
夏休み課題：「疑いか
ら思索へ」

第 12 回～
第 14 回

読解（３）
「感性の輝き」

読解教科書「感性の輝き」の文章を精読する。言葉の
多義性、読みの多様性について考察する。

漢字テスト
11 ～ 13
読解批評プリント

第 15 回 表現（５）
「言文一致」

「言文一致」とはどのようなものだったのか、その歴
史的背景とジェンダーとの関わりについて考察する。

漢字テスト 14

第 16 回～
第 18 回

読解（４）
「疑いから思索へ」

夏休みの課題となった「疑いから思索へ」の文章を全
体的に把握し、一つ一つの文章における主旨を確認す
る。また一つ一つの文章におけるキーワードを考え、
その現代的意義について考察する。

漢字テスト
15 ～ 17

第 19 回～
第 23 回

表現（６）
読解（５）
全体相互批評

提出された文章より数編を選び、文章の構成を確認
し、文章を推敲する演習を実施する。また、その文章
をもとに現代的課題について考察を深める。

漢字テスト
18 ～ 22

第 24 回～
第 26 回

表現（７）
各自相互批評

提出された文章を必ず２名以上が推敲する演習を実施
する。

漢字テスト
23 ～ 25
相互批評プリント

第 27 回～
第 29 回

表現（８）
校正・再提出

提出した論文を各自がさらに推敲・校正し、再提出す
る。

課題再提出

第 30 回 総括 論文をまとめ本年度の総括を実施する。
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